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コロナとオンライン 
 

新型コロナウイルス感染症の流行が始まってから 2 年が過ぎました。辛くがまんの日々でしたが，そんな中でも感染

予防や感染者対策で様々な手だてが生まれました。その一つが「オンライン」です。オンラインとは，直接会わなくてもス

マートフォンやパソコンなどで「インターネットで繋がっている状態」のことを指します。オンラインが一般化し，誰でもどこ

でもつながることができるようになりました。With コロナの「新しい生活様式」としての当センターの事業を紹介します。 

今後，日常生活の中に取り入れてほしいアイテムの一つです。 (鈴木)                                                                 

【PCR検査等の判定連絡方法について】ショートメールや FAXでも連絡を受けることができます 

１．新型コロナウイルス感染症の PCR検査の判定結果は 

陰性（-）の場合 2日後までに携帯電話のショートメールに連絡。 

陽性（+）の場合 2日後までに電話で連絡。 

★聴覚障害者へは，陽性（＋）の場合，ショートメールか FAXで連絡ができるようになりました。検査のときに  

希望方法を伝えてください。 

２．新型コロナウイルス感染症の抗原（こうげん）検査の判定結果は検査したその場で１５～２０分後に判ります。 

通訳が必要な場合は，遠隔手話通訳も利用できます。 

 

アプリマーク 名称 センター事業 内容

県電話リレーサービス
県独自のサービスです。病院やレストラン・美容院などの予約や変更、施設などへの
問い合わせなどを、テレビ電話チャットでつないで、代わりに電話をかけます。年間700
件ほど利用があります。聞こえる人からの電話もつなぎます。事前登録が必要です。

遠隔手話通訳
感染症や災害関連で手話通訳者が現場へ行けない場合に、オンラインで通訳をしま
す。PCR検査場・ワクチン接種会場・入院施設・災害避難所などでの利用を想定して
います。次ページのQRコードを読み取り、連絡してください。

Zoom
（ズーム）

手話通訳者養成講座
オンライン研修
オンライン会議

講座や研修・会議などが会場に集まってできない場合に、オンラインで受けるこ
とができます。当センターでライセンス契約していますので、時間制限なく、ホス
トとして講師や主催もできます。センター利用登録団体や聴覚障害者はZoom用
パソコンを借りてご利用ください。

講座・研修会等への貸し出し
遠隔手話通訳

貸し出し用iPadを16台用意しています。利用登録団体等は講座などで利用でき
ます。また、入院などの際に、スマートフォンを持っていない聴覚障害者の方へ、
遠隔手話通訳用に貸し出します。

Skype
(スカイプ)

貸し出し用タブレット

広島県聴覚障害者センター 

〒734-0007 広島市南区皆実町１丁目 6－29 

電話：０８２－２５４－００８５ 

FAX：０８２－２５４－００８７ 

メール：minami@hiro-chokaku.jp 

ホームページ：https:// hiro-chokaku.jp Hiroshima  Chosho  Center 

 

 

  

  

 

広島県聴覚障害者センターだより 

 

  

  

 


